
滋
賀
。手
原
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
栗
東
市
手
原

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
〓

一月
―
二
〇
〇
八
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑭
栗
東
市
文
化
体
育
振
興
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
近
藤
　
広

・
佐
伯
英
樹

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
―
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

手
原
遺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
草
津
線
手
原
駅
周
辺
を
中
心
と
し
て
東
西
約
七
〇
〇
ｍ

に
広
が
る
遺
跡
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
り
、
お
お
よ
そ
手
原
駅
の
西

側
が

「手
原
廃
寺
」
の
寺
域
、

駅
東
側
が
官
衡
域
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
つ
つ
あ
る
。

幡

　

今
回
の
調
査
は
推
定
官
行
域

ュ　
で実
施
し
た
。
調
査
区
は
遺
跡

近部

　

央
を
東
西
に
走
る
近
世
東
海

紬

道
を
挟
ん
で
北
側
と
南
側
、
調

郡
査
面
積
は
人
三
五
〇
♂
で
あ
る
。

ぐ
　

調
査
の
結
果
、
北
側
調
査
区

で
は
奈
良
時
代
後
半
か
ら
平
安
時
代
初
頭
と
、
平
安
時
代
後
半
の
掘
立
柱
建
物

一
〇
棟
以
上
、
区
画
溝
な
ど
、
南
側
調
査
区
で
は
奈
良
時
代
中
頃
か
ら
平
安
時

代

（
一
一
世
紀
）
の
掘
立
柱
建
物
九
棟

全
局
床
倉
庫
四
棟
、
平
屋
建
物
五
棟
）、
井

戸
、
大
溝
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
検
出
し
た
。

木
簡
は
、
南
側
調
査
区
の
大
溝
Ｓ
Ｄ
六
か
ら
、
木
簡

一
一
点
、
墨
書
の
あ
る

削
婿
約
二
〇
〇
点
が
出
土
し
た
。
大
溝
Ｓ
Ｄ
六
は
、
幅
約
六
ｍ
深
さ

一
・
三
ｍ

長
さ
九
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
庄
内
式
―
布
留
式
並
行
期

命
二
世
紀
）
の
河
川
跡

を
奈
良
時
代
に
再
掘
削
し
、
溝
と
し
て
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
層
か
ら
は

奈
良
時
代
の
土
器
に
混
ざ
り
平
安
時
代
の
灰
釉
陶
器
や
緑
釉
陶
器
な
ど
が
出
土

し
、
中
層
の
粘
土
層
と
下
層
の
植
物
遺
体
層
か
ら
は
奈
良
時
代

（八
世
紀
中

頃
）
の
墨
書
土
器
を
は
じ
め
と
し
た
須
恵
器

・
土
師
器
多
数
と
と
も
に
製
塩
土

器

（焼
塩
容
器
）
十
数
点
や
帯
金
具
二
点
、
輔
羽
口
な
ど
が
出
上
し
た
。
三
五

点
出
土
の
墨
書
土
器
に
は

「□
□
麻
呂
」
の
人
名
が

一
点
あ
る
ほ
か
は
す
べ
て

一
文
字
で
、
「貴
」
「山
」
「十
」
「大
」
各

一
点
の
ほ
か
、
「棒
」
五
点

ぐ
つ
ち

一
点
は
線
刻
）、
「連
」
「乙
」
各
五
点
、
「越
」
三
点
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
円

面
硯
二
点
の
他
、
須
恵
器
の
杯
身
や
杯
蓋
を
硯
と
し
て
使
用
し
た
転
用
硯
が
九

点
出
土
し
た
。
北
側
調
査
区
に
お
い
て
も
区
画
溝
な
ど
か
ら
墨
書
土
器
が
三
六

点
出
土
し
て
い
る
。
「山
」
も
し
く
は

「山
」
の
可
能
性
が
あ
る
墨
書
が
二
三

点
あ
り
、
そ
の
他
に

「鳥
」
や

「十
」、
「膏
」
な
ど
の
墨
書
が
あ
る
。

大
溝
Ｓ
Ｄ
六
の
植
物
遺
体
層
か
ら
は
木
簡
の
ほ
か
、
斎
串

一
五
点
や
横
櫛
二

点
、
鳥
帽
子
片
な
ど
有
機
質
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
な
お
、
溝
の
検
出
面
に

一
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一
世
紀
の
遺
構
が
存
在
す
る
の
で
、

た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「坂
本
麻
呂
」

赤
染
造
造【醍
ヵ〕

書
□
回【酌
酌
と

「　
古
□
」

□
直
米

一
斗
五
升
」

□
□
□
　
　
　
」

足
帯
□

人
月
六
　
（遷
勢
型

「辛
国
家
万
呂
□

「回
国
回

一
一
世
紀
に
は
溝
が
完
全
に
埋
ま
つ
て
い

□
□
充
求
」

。
事

　

前
申
要
用
故
今
日
下

回
己
進
度
来
□
□
回
□
□
　
　
　
　
　
　
」

・　
　
　
　
　
ｌ

ｌ

□
衰
　
　
　
請
人
十

一
月
十
四
日
鹿
田
進
」

□
夫
□
我
我
」

「□
□
□
□
　
　
□
□
国

□
□
ｏ
国
ｏ
　
山
寺
□
　
　
　
回
□
□
□

□
□
　
　
　
ｏ
□
□
連
□

□
詔
□
連
左
□

乃
乃

栗
□

思
思
思

首
首

回
山
大
路

載
載

Ｐ
ヘ
ト
×

ｕ
ｏ
×

ω
　

⇔
い
岸

Ｐ
Ｏ
Ｏ
×‐
】
∞
×

ф
　
ｏ
∞
岸

ド
い
Ｏ
ｘ
さ

×
コ
　
ｏ
９
ド

一
⇔
〇
×

岸
∽
×

∞
　

●
Ｐ
μ
＊

（
ω
卜
）
Ｘ
囀
卜
×
∞
　
ｏ
Φ
Ｐ

Ｐ
ヽ
伽
×
や
ド
×
９
　
Φ
〕
Ｐ

（やＮ）
×
∞ω
×
ω
　
Ｏ
博Φ
＊

llゆ   l101 0)俗 )
l19   11り    l161   11e   llっ    o31   &D

（
嗅
Φ
）
×
嗚
ｏ
×
∞
　
ｏ
μ
ψ

（
Ｐ
ヽ
∞
）
Ｘ
や
Ｏ
Ｘ
い
　
Ｏ
Ｐ
Φ
■

（
μ
Ｏ
ヽ
）
一×
∞
６
×
卜
　
Ｏ
Ｐ
Φ

」ф
Ｏ
中
×
ω
ω
×
“
　
〇
卜
解
＊

０
０
μ

Ｏ
∽
μ

⇔
Φ
い

Ｏ
Ｏ
脚

は)“ ) (4)   (3)

回
□
又
同
百
汁
八
束
【醜
ビ
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プ
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男

Ｏ
Φ
解

〇
〇
Ｐ

Φ
Ｏ
Ｐ

Ｏ
Φ
寧

Ｓ
Ｄ
六
出
土
木
簡
の
大
部
分
は
削
暦
で
、
習
書
が
多
く
み
ら
れ
た
。
②
の
裏

面

一
文
字
目
は

「出
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
⑫
の

「詔
」
は
、
地
方
官
衡
で
は

希
少
な
例
と
思
わ
れ
る
。
働
は
題
箋
軸
で
あ
り
、
手
原
遺
跡
に
お
い
て
、
文
書

が
巻
子
装
で
利
用

・
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
軸
部
を
下
に
み

る
と
文
字
は
天
地
逆
に
な
る
。
⑪
は
、
短
冊
型
の
木
簡
の
下
端
部
左
右
を
削
り
、

羽
子
板
の
柄
状
に
作

っ
て
い
る
。
三
カ
所
に
穿
孔
が
あ
る
。
同

一
形
態
の
も
の

が
他
に

一
点
あ
り
、
穿
孔
位
置
も
同
じ
た
め
、
二
点
で

一
セ
ッ
ト
と
思
わ
れ
る
。

手
原
遺
跡
は
南
西
約
二
ｋｍ
に
所
在
す
る
栗
太
郡
衡
岡
遺
跡
の
郡
衛
機
能
が
入

世
紀
後
半
以
降
に
分
散
移
転
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
木

簡
及
び
多
量
の
削
婿
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
り
、
地
方
官
衛
で
の
活
動
の
一
端

が
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

木
簡
の
釈
読

。
内
容
の
検
討
に
は
、
大
谷
大
学
の
櫻
井
信
也
氏
、
滋
賀
県
立

安
土
城
考
古
博
物
館
の
大
橋
信
弥
氏
、
側
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
の
濱
修

氏

。
中
川
正
人
氏
の
ご
教
示

・
ご
協
力
を
得
た
。

（佐
伯
英
樹
）




